
執行役員
LSI事業本部長

髙嶋 純宏

LSI

注力商品
マイクロコントローラ（MCU）
ロームが得意とするパワー・アナログデバイスを制御
し、高効率なモータ・電源ソリューションを実現する
ハイパフォーマンスMCUを提供

パワーマネジメント／電源 IC（PMIC）
さまざまな用途、仕様に合わせ、各種アプリケーションに
特化した多様なシステム電源をラインアップ。民生機器
をはじめ自動車のECUごとに各種PMICの商品を展開

絶縁ゲートドライバ IC
EVの駆動部分などパワーデバイスを制御。
ローム独自の微細加工技術により、自動車
用インバータの小型化、高効率化に貢献

Source：Competitive Landscaping Tool CLT, Annual 2Q24

順位 会社名 売上高

1位 Texas Instruments 12,785

2位 Analog Devices 10,837

3位 Qualcomm 8,067

4位 STMicroelectronics 5,117

5位 NXP 4,235

…

17位 ローム 939

世界アナログ ICメーカー
売上高ランキング

（百万ドル）

世界アナログ IC市場

産業機器向け他ASSP/ 
アナログASIC

4,906百万ドル
市場規模

16位　1.1%

ロームシェア

83,336百万ドル
市場規模

17位　1.1%

ロームシェア

自動車向けアナログASSP/ 
アナログASIC

14,168百万ドル
市場規模

12位　2.6%

ロームシェア

ロームのポジショニング（2023年）
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SOT23パッケージを採用した小型・省エネDC-DCコンバータ ICを開発

近年、民生・産業機器において、アプリケーションの機能増加に伴って基板の省スペース化が求められて
おり、小型DC-DCコンバータ ICの搭載率が増加しています。待機電力の削減も大きな課題となっている
ことから、DC-DCコンバータ ICには低電力時（軽負荷時）の高効率化も求められています。こうした市場
要求を受けて、ロームは既存のSOP-J8パッケージ品よりも更に小型のパッケージで高効率化を実現した
小型DC-DCコンバータ IC計4機種を開発し、2024年3月より量産を開始しています。同製品は、冷蔵庫、洗濯機、PLC、インバータなど民生・産業機
器アプリケーションに最適です。4機種とも一般的なSOP-J8パッケージと比較して部品面積を約72％削減できるため、電源部の小型化に大きく貢献し
ます。また、ワイヤレス構造パッケージとしたことで、ワイヤのインピーダンス（配線の抵抗成分）も削減しており、高効率動作を実現しました。
　ロームは今後もアナログ設計技術を駆使した製品の開発に注力し、民生・産業機器アプリケーションの小型・省エネ化に貢献していきます。

ASSP戦略TOP10の売上高比率向上
LSIでは、中期経営計画の5年間で、更なる売上高と利益の拡
大のため、国内に加え、海外での自動車向け、民生機器分野の
家電向け、PC・サーバー分野の強化を目指しています。なか
でも、電装化・電動化の進展により成長が期待される自動車市
場では、絶縁ゲートドライバ IC、LEDドライバ IC、ADAS＊ソ
リューションなどの売り上げが順調に伸びており、日系顧客だけ
でなく海外顧客からの採用も広がっています。

　また、売上伸長・付加価値の高い分野を戦略TOP10分野と
位置付け、その分野の売上高構成比を上げることでLSI の平
均単価を上げ、事業全体の利益率改善を目指しています。2023

年度においては、需要低迷や顧客の在庫調整が影響し、LSI全
体の業績は伸び悩みましたが、戦略TOP10の売上高比率は前
年度の27％から31％に向上しました。付加価値の高い商品を
投入することで継続的に戦略TOP10の売上高比率を向上させ、
中長期的に売上高・利益拡大を図っていきます。

20232022202120202019
0 0

（億円） （%）

2,500 25

1,500

2,000 20

1,000

15

500 5

10

1,704 1,704 1,681 1,681 

2,038 2,038 

2,3372,337
20.620.6

125 125 157 157 
329 329 

481481

2,0722,072

10.310.3

212212

7.47.4
9.49.4

16.216.2

（年度） 20232022202120202019
0

（億円）

（年度）

600

400

200

301301

8585

165165

229229

576576

236236

427427

241241227227 213213

■ 売上高　■ 営業利益　  　　 営業利益率 ■ 設備投資　■ 研究開発費

26.4%

4.6%

8.6%

48.7%

11.6%

産業機器

民生機器

通信

コンピュータ&ストレージ

自動車

■ 国内　■ 海外

業績ハイライト

売上高／営業利益／営業利益率

（億円）

20252024202320222021
0

100

200

300

（年度）
■ 国内　■ 海外

絶縁ゲートドライバ IC
（億円）

（年度） 20252024202320222021
0

100

200

300

■ 国内　■ 海外
＊予測は1ドル＝145円で換算

LEDドライバ IC ADASソリューション（SerDes+AFE+PMIC）

設備投資／研究開発費 用途別売上高構成比

中期経営計画の進捗

持続可能な社会の実現に向けて

LSI
売上高

2,072億円
2023年度

Column

小型DC-DCコンバータ IC

CAGR CAGR 2424%%

CAGR CAGR 2424%%

CAGR CAGR 3434%%

＊ は用語集に掲載
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企業価値向上の実践 ロームの価値創造力 グローバルメジャーの実現に向けた戦略 企業価値向上の実践 経営のレジリエンスの強化 データ

セグメント別事業概況

商品の更なる小型化、高効率化、高機能化を 

進めて市場ニーズにこたえていきます

2024年4月、ロームは、LSIの企画・開発を担う100％子会社だっ
たラピステクノロジー（株）を吸収合併し、競争力向上のため、グ
ループ一体での経営体制を強化しました。
　ロームのLSI事業は、電子機器システムの入口、出口となるア
ナログ IC及び全体をサポートする電源に注力して商品を展開して
きました。アナログ部分は各アプリケーションに固有の課題があ
るため、お客様のニーズを的確に見極めることが大切で、深いユー
ザーコミュニケーションを文化として持つロームにアドバンテージ
があります。MCUをはじめとするデジタル処理技術を保有する
ラピステクノロジーと一体となったことで、アナログ、パワーと
デジタルの融合による付加価値の高い商品を開発し、お客様に
とっての更なる使いやすさを提供できるよう努めてまいります。
　一方で、ロームが直面する主な課題は、脱炭素に代表される環境

問題、若年人口減少に対処するためのDXによる産業の高効率化、
地政学的リスクから来るビジネスのレジリエンス確保です。事業環
境としては、売り上げの半分を占める自動車市場で電動化、高機能
化の大きな流れがあり、半導体需要を押し上げています。こうした
状況下で商品の更なる小型化、高効率化、高機能化を進めて市場
ニーズにこたえていかねばなりません。民生機器においても、モー
タ制御技術はエアコン、ヒートポンプの効率化に貢献するものであ
り、これに関してはGaNデバイスを活用した新技術の実用化により
高効率と小型化を両立させるオリジナルの商品を展開していきます。
　2030年度にグローバルメジャーを実現するため、選択と集中を
進め、付加価値を高めて事業領域を広げていきます。また、新た
なチャレンジによって、現場が主役の生き生きとした集団をつくっ
ていくことが、私の役割と考えています。
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パワーデバイスの売り上げを拡大し、中核事業へと育成
2021年度から2027年度にかけて、パワーデバイス事業は市場
の伸びを上回るCAGR 24.7%の成長を目指しています。2023

年度の売り上げは市況の低迷を受け、前年比6%増にとどまりま
したが、SiCパワーデバイス事業は高い成長を続けています。ま
た、東芝デバイス＆ストレージとの製造連携も開始しました。製
造連携の魅力は量産における「規模の効果」を互いに享受でき
ることです。ロームがSiCに、東芝デバイス＆ストレージがSi

に集中投資することで、コスト競争力を高めていきます。

革新的なテクノロジーとコスト競争力で業界をリードするSiC事業
ロームはテクノロジーリーダーであり続けるべく、複数世代の
開発を同時に進めています。2025年度に量産を開始する第5

世代SiC MOSFETは高温における面積で規格化されたオン抵
抗を第4世代より30%改善し、世界最高性能となる見込みです。
第6世代以降は日本政府のグリーンイノベーション基金による
支援も受けながら、開発を進めています。
　同時にウエハの8インチ化を進めており、コスト競争力も高

めていきます。2025年度に筑後工場製デバイスを出荷開始し
ます。2023年に取得した宮崎第二工場は2024年度からウエ
ハの生産を開始予定です。（→P.50　特集）

GaNデバイスも量産開始
GaNはSiCに比べて高周波動作が可能で、AI向けのサーバー
電源やACアダプターのような小型化の要求が強いアプリケー
ションに適しています。SiC以上に駆動が難しいため、GaNは
アナログLSIとのセット提案が大切です。2023年にGaNの量
産に加えて、専用の高周波 ICとGaNを一つにしたSystem in 

Packageの量産を開始しました。本製品を使用することで、お
客様の電源システム全体の開発期間の削減に貢献できます。ま
た世界No.1電源メーカーのデルタ電子との協業も加速してい
ます。その成果として、デルタ電子のブランドである Innergie

（イナジー）の45W出力ACアダプター
「C4 Duo」に採用されました。（→P.61 

環境に配慮した製品の開発事例：GaN

デバイスの開発）

執行役員
パワーデバイス事業本部長

野間 亜樹

パワーデバイス

半導体素子
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業績ハイライト

売上高／営業利益／営業利益率 設備投資／研究開発費 用途別売上高構成比用途別売上高構成比

半導体素子
売上高

2,019億円
2023年度

13.3%

2.4%

8.1%

54.3%

21.9%

産業機器

民生機器

通信

コンピュータ&ストレージ

自動車

パワーデバイス
注力商品

パワーダイオード
圧倒的な生産量と豊富な商品ラインアップを保有
し、民生・産機・自動車など多くのアプリケーショ
ンの要求にこたえる

パワーMOSFET・IGBT
太陽光発電や電源システムなどさまざまなパワーエレ
クトロニクス機器に使用され消費電力を低減すること
で省エネルギー化を実現

SiCパワーデバイス
ベアチップ、ディスクリート商品、モジュールまで
幅広くラインアップ。大電力アプリケーションの
小型化や高効率化に貢献する
※P.50に戦略詳細記載

中期経営計画の進捗

Source：Competitive Landscaping Tool CLT, Annual 2Q24

順位 会社名 売上高

1位 Infineon Technologies 7,399

2位 onsemi 3,166

3位 STMicroelectronics 2,798

4位 Mitsubishi Electric 1,553

5位 Fuji Electric 1,386

…

9位 ローム 913

世界パワーデバイスメーカー
売上高ランキング

（百万ドル）

世界パワーデバイス市場

パワーダイオード

4,313百万ドル
市場規模

5位　7.3%

ロームシェア

30,026百万ドル
市場規模

9位　3.0%

ロームシェア

パワートランジスタ

25,713百万ドル
市場規模

10位　2.3%

ロームシェア

ロームのポジショニング（2023年）

半導体として想起されるCPUやメモリが「頭脳」に例えられるのに
対し、パワーデバイスは「筋肉」に例えられ、日常生活のあらゆる
局面で行われる電力変換の効率向上に貢献しています。
　ロームには多様な商品ラインアップがあります。Siを材料とす
るIGBT、SJMOS、パワートランジスタ、パワーダイオードなどに
加え、SiCを材料とするSBDやMOSFETにも注力しています。
GaNを材料とするHEMTも量産開始しました。それらを含む複数
のデバイスを搭載した IPMやパワーモジュールもあります。
　お客様が扱う電力、周波数、システムコストなどにより最適な
パワーデバイスは異なります。ロームが後発でありながらシェア
を拡大できているのは、アプリケーション視点を持ち、お客様の
トポロジー（回路構成）に応じて、最適なデバイスの組み合わせと
動作条件を提案できるためです。システムソリューションエンジ
ニアリング本部と世界中のテクニカルセンターに在籍するFAEと
連携し、お客様の課題を解決しています。

　SiCパワーデバイス市場は、約70%を占めるようになるといわ
れるxEVの主機インバータ市況に左右されつつも、成長し続けて
います。この市場で勝つには顧客サポートやコスト競争力だけで
なく、技術でリードし続けることが肝要です。第5世代のMOSFET

は2025年度に量産を開始します。モールドモジュールTRCDRIVE 

packTMは電力密度向上と組み付けの容易さが、お客様にとって
の価値です。半導体素子と同じように生産できるという量産性の
高さも強みであり、デファクトスタンダードを狙っています。
　売り上げとシェアを追うのは当然として、「パワーデバイスとい
えば、ローム」と認知されることを目指し、技術、人財、品質、供給
などでお客様に信頼される立ち位置を勝ち取っていきます。
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企業価値向上の実践 ロームの価値創造力 グローバルメジャーの実現に向けた戦略 企業価値向上の実践 経営のレジリエンスの強化 データ

セグメント別事業概況

第5世代SiC MOSFET開発と 

モールドモジュールのデファクト化により、 
「パワーデバイスといえば、ローム」を目指す
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汎用デバイス 
注力商品

● 高効率生産ライン増加
● 省人化ライン導入

キャッシュカウ事業としてトップクラスのシェアを維持

小信号デバイス事業

トップクラス
シェア

● 在庫設計の最適化
● 平準化生産

安定供給

サービス向上低コスト化

執行役員
汎用デバイス事業本部長

有山 詔

汎用デバイス
キャッシュカウ事業としてトップクラスのシェアを維持
半導体はパワーデバイスが注目されがちですが、電装化の波
を受けて小信号の汎用デバイスの需要も伸びています。例え
ば、自動車の電装化が進むなか、制御回路などに使う1ワット
以下の電力を扱う小信号の汎用デバイスであるトランジスタや
ダイオードにおいては、必須の部品として需要が伸びており、
ロームは長年積み重ねてきた開発・製造・販売のノウハウを生
かして高いシェアを誇っています。この高いシェアを維持しな
がら、キャッシュカウ事業としてロームの成長に寄与することが、
汎用デバイス事業の中期経営計画でのテーマです。
　汎用デバイスは、あらゆるアプリケーションに大量に使用さ
れる汎用性の高い商品であるため、顧客に安定的かつ低コスト
で供給することが求められています。ロームでは、高効率生産
ラインと省人化ラインなどを導入することで生産効率とキャパ
シティを増強し、安定供給、低コスト化とサービスの向上を実現

しています。また、自動車向けの半導体は、特に高い品質が求
められるため、IDMとしての強みを生かし品質管理を徹底しま
す。 2023年度の売り上げはマイナス成長となりましたが、この
ような取り組みにより、顧客の要望に着実にこたえ、中長期的
な収益の拡大に貢献します。

中期経営計画の進捗

Source：Competitive Landscaping Tool CLT, Annual 2Q24

順位 会社名 売上高

1位 onsemi 654

2位 Nexperia 637

3位 ローム 406

4位 Diodes 336

5位 Vishay Intertechnology 274

世界小信号デバイス（SSD）メーカー
売上高ランキング

（百万ドル）

世界小信号デバイス（SSD）市場

小信号ダイオード

2,275百万ドル
市場規模

4位　10.1%

ロームシェア

3,948百万ドル
市場規模

3位　10.3%

ロームシェア

 小信号トランジスタ

1,673百万ドル
市場規模

4位　10.5%

ロームシェア

ロームのポジショニング（2023年）

半導体レーザー
業界トップクラスの生産量を誇るロームのレーザー
ダイオード。レーザープリンタや複合機、近年は測
距やLiDARなどの光源として使われる

発光ダイオード（LED）
電圧をかけると発光する半導体素子。あらゆる電子
機器の点灯や状態表示などに使われる

小信号デバイス
小信号トランジスタ（1W未満） 
小信号ダイオード（500mA未満） 
さまざまなアプリケーションで汎用的に使われる

LiDAR用120W高出力レーザーダイオードを開発

2in1 SiCモールドタイプ新型モジュールを開発

近年、AGVやロボット掃除機、自動運転車など、動作の自動化を必要とする幅広いアプリケーションで、正確に
距離測定・空間認識を行うことができるLiDARの採用が進んでいます。そうしたなか、ロームはLiDARの長距
離対応・高精度化に貢献できる、レーザーの狭発光幅化を実現する独自の特許技術を確立しました。
　ロームでは2019年に25W、2021年に75Wレーザーダイオードを開発していますが、市場からの更なる高出
力化ニーズの高まりを受け、2023年9月、120W出力が可能な新製品を開発しました。3D ToFシステムを用い
て距離測定や空間認識を行うLiDAR向けに開発された、赤外120W高出力レーザーダイオードです。
　独自の素子開発技術により、レーザー波長の温度依存性を一般品比66％減にまで低減し、バンドパスフィルタ
の狭小化に寄与することで、LiDARの遠方検知を実現します。また、業界最小クラスの発光幅でありながら、発
光幅の97％にあたる領域で均一な発光強度を実現しており、より高精度な検出が可能となります。さらに高い電
力光変換効率（PCE）の実現により、高効率な光出力が可能となることから、LiDARの低消費電力化にも貢献し
ます。

TRCDRIVE pack™は、高い電力密度、独自の端子配置といった特長を備えており、トラクションインバータに要
求される小型化、高効率化、工数削減など、主要な課題の解決に貢献します。本モジュールは、放熱面積を最大
化するローム独自の構造を採用し、最新のSiC MOSFETを搭載したことにより、一般品と比べて1.5倍となる業
界トップクラスの電力密度を実現しました。また、プレスフィットピンを用いた制御用信号端子をモジュール上
面に備えていることから（ゲートドライバ基板を上面からプレスするだけで接続可能であり）、実装工数の削減に
貢献します。主電流配線における電流経路の最大化と配線の2層構造による低インダクタンス（5.7nH）化も実
現しており、スイッチング時の低損失化に寄与します。なお、モジュールでありながらディスクリート製品のよう
な大量生産体制を確立しているため、一般的なSiCケースタイプモジュールの従来品と比べて生産能力は約30

倍向上しています。

持続可能な社会の実現に向けて

Column

高出力半導体レーザーダイオード
「RLD90QZW8」

2in1仕様のSiCモールドタイプモジュール
「TRCDRIVE pack™」
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セグメント別事業概況

小型化と高生産性技術を駆使し、日系自動車市場 

でのシェア確保と海外市場への拡大を目指す

ロームの汎用デバイス事業は、創業初期から50年以上続いてお
り、長年にわたりトップレベルのシェアを維持し、競争力のある堅
実なビジネスとなっています。その理由として、SBD、TVS、バイ
ポーラトランジスタ、MOSFET、FRD、RECといった包括的な商
品ポートフォリオ、小型化と高生産性技術で市場をリードしている
こと、高い品質とサービスを要求される日系自動車市場において
圧倒的なシェアを確保していること、IDMによる柔軟な生産能力
増強などが強みになっているからと考えています。
　中期経営計画に基づいた取り組みでは、高効率生産ラインの増
強により、旧ラインからの切り替えを実現し、目標達成に向けた生
産能力を確保しました。さらに、フレキシブルラインで培った技術
を生かし、大量生産型の次世代自働化ラインを開発中です。また、
金（Au）などの高価な貴金属を一切使用しない製造技術開発が終
了し、コスト競争力を一層強化しています。

　成熟した事業でありながら、電気・電子化が進むなかで市場規
模は中長期的にも緩やかに成長すると見込まれているものの、中
国の国策による低価格を特長とした半導体競合の台頭は無視で
きません。そこで2030年度にグローバルメジャーを達成するた
めの課題となるのが、さまざまなリスクを想定したサプライチェー
ンの確保、需要成長が期待できる海外市場でのシェア拡大、グロー
バルな視点（文化、価値観、ビジネススタイル）を持った人財の育
成、地域や市場に即した適正品質の理解とコスト競争力の向上な
どと考えています。私の役割は、従業員のエンゲージメントと心
理的安定性を向上させ、失敗を恐れずにイノベーションを起こせ
る組織づくりを目指すこと、全社のリソースを最大限に生かすため
に、関連他本部との連携を強化し、「ONE ROHM」を推進していく
ことです。組織全体の統一感を高め、一丸となって目標を達成す
るための基盤を築いていきます。
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順位 会社名 売上高シェア

1位 京セラ 33.6%

2位 ローム 22.8%

3位 SHEC 20.0%

4位 東芝ホクト電子 8.3%

5位 アオイ電子 5.6%

6位 KAITONG 4.6%

順位 会社名 売上高シェア

1位 A社 21.0%

2位 B社 13.0%

3位 C社 11.9%

4位 ローム　212.88億円 9.6%

その他 44.5％

世界サーマルプリントヘッド
売上高シェアランキング

世界抵抗器
売上高シェアランキング

2位　22.8% 4位　9.6%ロームシェア ロームシェア

ロームのポジショニング（2023年）

シャント抵抗器
回路電流を検出する電流検出用途の抵抗器。スマートフォン
などのモバイル端末から自動車・産業機器などの高信頼性が
要求されるアプリケーションまで、幅広いラインアップで対応

センサモジュール
世界トップレベルのセンサバリエーションとロー
ムのコア技術を組み合わせ、トータルソリュー
ションを提案

サーマルプリントヘッド
ローム独自の半導体技術と厚膜印刷技術、薄
膜成膜技術を用い、小型、省エネ、高画質、高
品質を実現

業績ハイライト

モジュールの高付加価値を実現し、質的変換を図る
モジュール事業は、高付加価値化や海外シフトなど、質的変換
を図ることを中期経営計画での大きな目標としています。2023

年度は、決済端末向けのプリントヘッドの売り上げは減少しまし
たが、産業機器向けプリントヘッドが堅調に推移し、スマートフォ
ン向けのセンサモジュールが増加しました。今後は、自動運転
支援モジュールやセキュリティ（認証）向けのセンサモジュール
の拡充に注力していきます。近年、人手不足を背景に低速・小
型自動配送ロボットの実用化が加速しており、各種センサ用途
でレーザーダイオードを組み合わせたモジュールの需要も伸長
しています。優れた高温特性など他社との差別化を図ることで、
収益の拡大を目指します。

特殊抵抗器のラインアップを拡充
抵抗器は、用途別売上高構成比では自動車向けが半分以上を
占めており、多くの顧客に信頼されている商品です。2023年
度は、産業機器市場向けの売り上げは低迷しましたが、高い成
長を見込んでいる自動車市場向けの付加価値の高い高電力抵
抗シャント抵抗器の採用が進み、売り上げを伸ばしています。
今後、自動車の高機能化に伴ってモータやECUの搭載数が増
加し、部品の高密度実装が進むと見られており、シャント抵抗器
などの小型・高電力に対応できる特殊抵抗器のラインアップを
拡充することで、顧客のアプリケーションの小型・高信頼化に貢
献します。

中期経営計画の進捗

リチウムイオン電池1本でも高速・明瞭に印字できるサーマルプリントヘッドを開発

近年、物流の増加に伴う物流用モバイルラベルプリンタや電子マネー決済の普及に伴う決済端末の重要度が高まって
います。モバイル型サーマルプリンタにおいては、印字速度と印字品位の関係からリチウムイオン電池2セル駆動
タイプが主流となっていました。しかし、電池1セル駆動にすれば、プリンタを小型化・軽量化でき、省エネ化も可能
になります。そこでロームは2023年12月、リチウムイオン電池1セル駆動でも、2セル駆動と同様に印字出力できる
サーマルプリントヘッドを開発しました。
　構造を抜本的に見直し、蓄熱層であるグレーズの設計を最適化したほか、特殊低抵抗発熱体を採用し、発熱体上の保護膜構造も変更しました。これに
より、発熱した熱量を感熱紙や転写リボンといった印字メディアに効率よく伝達できます。また、ドライバ ICと配線構造の改善により、デバイスに供給され
る電力が効率よく熱エネルギーに変換され、印字効率も向上しました。伝熱及び電力の高効率化を同時に図ったことで省エネルギー化も達成しました。

持続可能な社会の実現に向けて

Column

サーマルプリントヘッド
「KR2002-Q06N5AA」
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セグメント別事業概況

細やかな顧客ニーズへの対応と 

「省エネ」「小型化」で、社会課題解決に貢献

当事業本部で提供する商品は、カーボンニュートラルなどの社会
課題解決に貢献しています。ローム創業商品である抵抗器は、現
在では、EV化が進む車載機器に対して必須の部品となっていると
ともに、電流検知用途、自動車・産業機器分野に対し、高信頼性商
品も含めて幅広い商品のラインアップをそろえています。プリン
トヘッド事業においては、ローム独自の半導体プロセス技術を用
い、業界最速の超高速印字に対応しつつ、高精細な印字を可能と
したサーマルプリントヘッドの商品開発に成功。バーコードラベル
プリンタ向けの商品ラインアップを拡充し、産業機器市場へ高付
加価値商品を提供しています。
　それらの商品自体の小型化や、モジュールの性能を向上させる
ことが、最終機器の消費電力低下や必要な部品数量、実装スペー
スの削減などにつながっています。今後も、継続的な技術開発に
よって性能を絶えず改善し、経営ビジョンにも掲げているお客様の

「省エネ」「小型化」に寄与していきます。
　今後、抵抗器は宇宙産業分野に使われるなど、求められる仕様
はますます厳しくなり、性能と品質の向上が不可欠となっていくで
しょう。そのため、抵抗器など汎用的な商品においては、お客様
のニーズを先回りして把握し、他社に先んじた開発を行い、新商
品を市場に投入していかねばなりません。一方、カスタム性が強
いモジュールでは、お客様との関係性を構築し、細やかにお客様
のニーズに対応することが求められます。各組織が常に市場のわ
ずかな変化を察知できるよう、外向きの視点で事業を進めていく
必要があると考えています。
　グローバルメジャー実現のため、ロームの企業目的にある品質
を第一とし、また創業当時から培われてきたチャレンジ精神に基づ
き、より良い新商品を世に送り出し、社会に貢献し続けます。
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